
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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６

学
資
支
給
基
金

機
構
は
、
１
の
学
資
の
支
給
に
係
る
業
務
及
び
こ

れ
に
附
帯
す
る
業
務
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

に
学
資
支
給
基
金
を
設
け
、

に
よ
り
交
付
を
受
け

た
補
助
金
の
金
額
及
び
学
資
支
給
基
金
に
充
て
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
政
府
以
外
の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ

た
金
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
金
額
を
も
っ
て
こ
れ

に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

政
府
は
、
毎
年
度
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
機

構
に
対
し
、
学
資
支
給
基
金
に
充
て
る
資
金
を
補
助

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三
条
の
二

関
係
）

７

機
構
は
、
学
資
の
支
給
に
係
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
（
学
資
支
給
基
金
を
こ
れ
に
必
要
な
費
用

に
充
て
る
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
特
別
の
勘
定

を
設
け
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
三
条
の
三
関
係
）

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

〇
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
三
一
）

〇
海
上
保
安
庁
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
同
三
二
）

〔
告

示
〕

〇
過
疎
地
域
を
区
域
と
す
る
市
町
村
を
公
示

す
る
件

（
総
務
・
農
林
水
産
・
国
土
交
通
二
）

〇
輸
出
統
計
品
目
表
及
び
輸
入
統
計
品
目
表

を
定
め
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
財
務
一
〇
一
）

〇
関
税
法
施
行
令
第
九
十
二
条
第
三
項
及
び

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
三
十
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
税
関
官
署
を
指
定
す
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
〇
二
）

〇
輸
入
数
量
に
基
づ
く
特
別
緊
急
関
税
の
平

成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
輸
入
基
準
数
量

及
び
協
定
対
象
外
輸
入
基
準
数
量
を
定
め

る
件
（
同
一
〇
三
）

〇
生
鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
に
係
る
関
税

の
緊
急
措
置
の
平
成
二
十
九
年
度
第
一
四

半
期
、
第
二
四
半
期
及
び
第
三
四
半
期
に

お
け
る
輸
入
基
準
数
量
及
び
協
定
対
象
外

輸
入
基
準
数
量
を
定
め
る
件（
同
一
〇
四
）

〇
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
に
係
る
関
税

の
緊
急
措
置
の
平
成
二
十
九
年
度
第
一
四

半
期
、
第
二
四
半
期
及
び
第
三
四
半
期
に

お
け
る
発
動
基
準
数
量
並
び
に
輸
入
数
量

に
基
づ
く
特
別
緊
急
関
税
の
平
成
二
十
九

年
度
に
お
け
る
輸
入
基
準
数
量
を
定
め
る

件
（
同
一
〇
五
）

〇
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
法
附
則
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び

第
五
号
の
文
部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
基
準
等

（
文
部
科
学
・
厚
生
労
働
四
）

〇
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
及
び
建
設
労
働
者

の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴

う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す

る
告
示
（
厚
生
労
働
一
六
八
）

〇
雇
用
保
険
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地

域
を
定
め
る
件
（
同
一
六
九
）

〇
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
雇
用
保
険
率
を
変

更
す
る
件
（
同
一
七
〇
）

〇
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
八
条
の
三

第
四
項
第
二
号
ロ
及
び
第
三
号
イ

に
規

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
一
）

〇
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
二

項
第
一
号
イ

の
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
地
域
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
七
二
）

〇
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置

法
第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
金
額
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
農
林
水
産
五
一
二
）

◇
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
法
律
第
七
号
）（
外
務
省
）

１

在
レ
シ
フ
ェ
日
本
国
総
領
事
館
及
び
ア
フ
リ
カ
連
合

日
本
政
府
代
表
部
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
同
総
領
事

館
及
び
同
政
府
代
表
部
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在

勤
基
本
手
当
の
基
準
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表

第
一
及
び
別
表
第
二
関
係
）

２

既
設
の
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤

基
本
手
当
の
基
準
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表

第
二
関
係
）

３

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
八
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

災
害
共
済
給
付
の
対
象
の
拡
大

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

は
、
専
修
学
校
（
高
等
課
程
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

の
管
理
下
に
お
け
る
生
徒
の
災
害
に
つ
い
て
も
、
災

害
共
済
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
条
関
係
）

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

は
、
当
分
の
間
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
認
可
外
保

育
施
設
又
は
企
業
主
導
型
保
育
事
業
を
行
う
施
設
の

管
理
下
に
お
け
る
児
童
の
災
害
に
つ
い
て
も
、
災
害

共
済
給
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
八
条
第
一
項
関
係
）

２

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
法
律
第
九
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
下「
機
構
」

と
い
う
。）の
目
的
及
び
業
務
に
学
資
の
支
給
を
追
加
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
及
び
第
一
三
条
関
係
）

２

機
構
は
、
学
資
と
し
て
支
給
す
る
資
金
（
以
下
「
学

資
支
給
金
」
と
い
う
。）を
、
優
れ
た
学
生
等
で
あ
っ
て

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
の
う

ち
、文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
及
び
方
法
に
従
い
、

特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て

修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
た
者
に
対
し
て

支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
の
二
関
係
）

３

機
構
は
、
学
資
支
給
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の

支
給
を
受
け
た
学
資
支
給
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の

全
部
又
は
一
部
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
た
。（
第
一
七
条
の
三
関
係
）

学
業
成
績
が
著
し
く
不
良
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
と
き
。

学
生
等
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

４

機
構
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
学
資
支

給
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
国
税
徴
収

の
例
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
支
給
を
受
け
た
学

資
支
給
金
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
の

四
関
係
）

５

学
資
支
給
金
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、譲
り
渡
し
、

担
保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
と
し
た
。（
第
一
七
条
の
五
関
係
）
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